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医 医次の定例会は 開会予定です。平成２６年２月２１日（金）

市 議 会 だ よ り

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託

に
当
た
り
、
市
民
へ
の
公
開
を
進
め

た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、
栄
養
士
の

世
代
交
代
や
調
理
員
の
任
用
替
え
に

よ
り
、
小
金
井
の
給
食
づ
く
り
を
担

っ
て
き
た
方
々
が
少
な
く
な
る
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。
様
々
な
業
務
が
民

間
委
託
さ
れ
る
中
、
長
い
時
間
を
か

け
て
育
て
作
り
上
げ
て
き
た
職
員
や

技
術
を
活
か
せ
る
方
法
を
市
が
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。
武
蔵
野
市
の
実
践

に
な
ら
え
ば
、
財
団
法
人
は
小
金
井

の
良
さ
を
残
す
方
法
の
一
つ
に
な
り

得
る
。
改
め
て
検
討
を
強
く
求
め
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

８
兆
円
も
の
大
増
税
で
景
気
を
悪

化
さ
せ
る
一
方
、
景
気
対
策
と
し
て

６
兆
円
も
ば
ら
ま
く
の
は
、
経
済
対

策
、
財
政
政
策
と
し
て
も
支
離
滅
裂

で
あ
る
。
最
大
の
景
気
対
策
は
消
費

税
増
税
中
止
で
あ
る
。
所
得
が
大
き

く
減
っ
て
い
る
国
民
か
ら
増
税
で
８

兆
円
も
奪
い
、　

兆
円
に
も
及
ぶ
巨

２７０

額
の
内
部
留
保
を
抱
え
る
大
企
業
へ

減
税
を
ば
ら
ま
く
の
は
、
道
理
の
か

け
ら
も
な
く
景
気
対
策
と
し
て
最
悪

で
あ
る
。
日
本
共
産
党
は
消
費
税
増

税
中
止
に
引
き
続
き
全
力
を
挙
げ
る
。

 
反
対
討
論
（
要
旨
）

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

自
由
民
主
党
小
金
井
市
議
団
は
、

陳
情
者
が
撤
回
等
を
求
め
る
「
日
本

学
校
給
食
の
「
新
し
い
経
営
方
法
」

の
検
討
に
財
団
法
人
設
立
を
加
え
て

い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
の

中
止
を
求
め
る
陳
情
書

慰
安
婦
問
題
に
関
わ
る
議
会
意
見

書
の
撤
回
、
引
き
戻
し
ま
た
は

改
訂
に
関
す
る
陳
情
書

軍
『
慰
安
婦
』
問
題
に
対
す
る
国
の

誠
実
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
」
に

は
反
対
の
立
場
で
あ
る
。
し
か
し
、

た
と
え
内
容
に
反
対
す
る
意
見
書
で

あ
っ
て
も
、
議
会
全
体
と
し
て
可
決

さ
れ
一
旦
提
出
し
た
以
上
、
後
か
ら

撤
回
等
の
措
置
を
採
る
こ
と
は
、
議

会
が
提
出
す
る
全
て
の
意
見
書
へ
の

信
頼
を
損
な
う
行
為
と
な
る
。
意
見

書
の
撤
回
等
と
い
う
手
続
を
否
定
す

る
観
点
か
ら
本
陳
情
に
反
対
す
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀
由
紀
子
（
公
明
党
）

　

公
明
党
は
、
消
費
税
改
定
の
際
に

低
所
得
者
へ
の
影
響
を
考
え
、
酒
と

外
食
を
除
く
食
料
品
と
新
聞
・
出
版

物
を
軽
減
税
率
の
対
象
と
す
る
よ
う

提
案
し
て
き
た
。
欧
州
主
要
国
と
同

様
、
生
き
る
た
め
の
必
需
品
で
あ
る

食
料
品
と
、
知
る
権
利
を
保
障
し
人

に
活
力
を
与
え
る
新
聞
や
出
版
物
は
、

軽
減
税
率
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

新
聞
や
出
版
物
は
、
東
日
本
大
震
災

の
際
も
困
難
を
抱
え
た
被
災
者
に
寄

り
添
い
情
報
提
供
と
更
に
復
興
の
力

を
与
え
た
。
人
々
に
希
望
を
届
け
る

活
字
の
力
が
必
要
で
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
８
％
へ
の

２６

消
費
税
増
税
に
当
た
り
、
政
党
間
で

は
、「
軽
減
税
率
の
適
用
を
酒
と
外

食
を
除
く
食
料
品
全
般
と
す
る
」「
新

聞
業
界
と
縁
の
あ
る
政
治
家
の
圧
力

で
新
聞
や
出
版
物
に
軽
減
税
率
を
適

用
す
る
」
こ
と
の
議
論
は
あ
っ
た
も

の
の
、
与
党
税
制
改
正
大
綱
に
は
制

度
の
道
筋
を
示
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
示

さ
れ
た
だ
け
で
、
複
数
税
率
の
導
入

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
現
時
点
で
新

聞
に
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
こ
と
は

論
外
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率

適
用
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て
の
陳
情
書

閉会中の委員会日程及び審査案件
厚生文教委員会
１月３１日（金）午前１０時
▶私立幼稚園就園奨励費補助金の是正に関
する陳情書　▶私立幼稚園奨励補助金の是
正に関する陳情書　▶婚姻歴のないひとり
親家庭の母（父）への「寡婦（夫）」控除
みなし適用に関する陳情書　▶所管事務調
査（子どもに関する諸問題の調査）

建設環境委員会
２月４日（火）午前９時
▶小金井市住宅用新エネルギー機器等普及
促進補助金の交付に関する条例　▶武蔵小
金井駅北口のロータリーにも、南口と同等
の「雨よけ」設備を設置すること等を求め
る陳情書　▶市道１８号線の道路区域境界線
の一部（梶野町４丁目２１－１５から同４丁目
２１－１７）について区域決定の見直しの陳情
書　▶住民の理解・合意の得られない三市
による「ごみ処理広域化」の白紙撤回を求
める陳情書　▶所管事務調査（ごみ処理対
策及び資源循環型社会形成に係る諸問題の

調査）　 ▶所管事務調査（駅周辺のまちづ
くりに係る諸問題の調査）　 ▶所管事務調
査（小金井市の環境政策推進とエネルギー
に係る諸問題の調査）

行財政改革調査特別委員会
２月７日（金）午前１０時
▶行財政改革に係る諸問題の調査

総務企画委員会
２月１０日（月）午前１０時
▶特別職の給与に関する条例の一部を改正
する条例　▶小金井市役所は部長職が多過
ぎるので、監査委員事務局長職を部長級か
ら課長級に改めることを求める陳情書　▶
小金井市役所は部長職が多過ぎるので、会
計管理者を部長級から課長級に改めること
を求める陳情書　▶人件費比率がワースト
１位になったことを踏まえ、市職員の扶養
手当支給率を都職員と同一水準にまで引き
下げることを求める陳情書　▶人件費比率
がワースト１位になったことを踏まえ市職
員の期末手当の加算率を都職員と同一水準

にまで引き下げることを求める陳情書　▶
人件費比率がワースト１位になったことを
踏まえ、市職員の勤勉手当支給率を都職員
と同一水準にまで引き下げることを求める
陳情書　▶市役所庁舎建設を促進し、賃借
庁舎から早期に脱却することを求める陳情
書

議会運営委員会
２月１８日（火）午後２時
▶ごみ対策に係る諸問題の調査　▶議会基
本条例が制定されるまでの間の議会報告会
の定期的試行を求める陳情書　▶議会基本
条例を遅くとも２０１４年度までに制定するよ
う求める陳情書　▶ごみ問題の解決を促進
し、また、ごみを大幅に減量すべく、市議
会に特別委員会を設置することを求める陳
情書　▶議会改革に関する諸問題の調査　
①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及
び会議日割等、議会運営に関する調査、②
議会の会議規則、委員会条例等に関する調
査、③議会運営に関する議長の諮問事項に
ついて

議　

決　

結　

果

○賛成　×反対　△退席

付　
　

託　
　

先

請願・陳情の審議結果
 　付託先略称　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会　建：建設環境委員会議：議会運営委員会

会派名（人数）　 ※議長は除く
こ
が
お
も
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小
金
井 
款要　　　　　　旨件　　　名

趣旨
採択○○○○○○○○○○厚

国民的文学作品である「次郎物語」を執筆した下村湖人の足跡をしのぶ
文化遺産及び市民が有効利用できる建物として、空林荘の再建に向けた
資金集めや今後の有効利用方法を市民参加で募るなどの方策を求める。

史跡「空林荘」再建の陳情書

趣旨
採択○○○○○○○○○○厚

空林荘において「次郎物語」を執筆した下村湖人についての研究は、今
や国内にとどまらない。下村湖人の教育思想や人間観は語り継がれる意
義があり、史跡としての空林荘の再建を求める。

史跡「空林荘」再建の陳情書

不採択○○○×○○××××厚
給食の民間委託説明会までに、学校給食の財団法人化に関して市がどの
ような検討をしたのかを明らかにし、市民参加のもとで市の立ち上げた
財団法人への委託を検討する機会を求める。

学校給食の「新しい経営方法」
の検討に財団法人設立を加えて
いただくことを求める陳情書

趣旨
採択○○○○○○○○○○建

東日本大震災後の社会情勢に対応するため、「小金井市地球温暖化対策
地域推進計画」を全面的に見直し、自然エネルギーを最大限活用するた
めの施策や最新の省エネ施策を盛り込んだ「小金井市・エネルギービジ
ョン」（仮称）を２０１４年度中に策定することを求める。

「小金井市・エネルギービジョ
ン」（仮称）の策定を求める陳
情書

不採択×○○×○○××○
×４
△１総

消費税の税率引き上げは地域経済の衰退を招くおそれがあり、地域住
民、地域産業及び市内に所在する企業に従事する労働者の暮らしと経営
を守るため、平成２６年４月に予定されている消費税の税率引き上げの中
止を要望する意見書を安倍首相に提出することを求める。

消費税の税率引き上げの中止を
求める陳情書

不採択×××△×△××××議
平成２１年６月１１日提出の「日本軍『慰安婦』問題に対する国の誠実な対
応を求める意見書」について、記載事項が事実であるという証拠の提示
や、当該意見書の撤回、引き戻しまたは改訂後の再提出を求める。

慰安婦問題に関わる議会意見書
の撤回、引き戻しまたは改訂に
関する陳情書

不採択×××○×××○××総

平成２６年４月の消費税増税により、新聞の購買を中止する家庭が増える
ことを懸念し、国民の知的レベルや社会への関心が低下することを防ぐ
ため、品目別の複数税率の導入と新聞への軽減税率適用の実現を求める
意見書を国に提出することを求める。

新聞への消費税軽減税率適用を
求める意見書の提出についての
陳情書

　平成２５年５月２８日発行の市議会だより第
２３８号に掲載した名簿の情報から変更のあ
った議員について、現在の住所等をお知ら
せします。

●白井　亨（小金井をおもしろくする会）
　住　　所　東町３－８－１６
　　　　　　エスト・メルベーユ１０２号
　電話番号　０８０－７００６－８９６４

●百瀬和浩（みんなの党・小金井刷新の会）
　住　　所　東町４－２３－１－１０１
　　　　　　プラザ新小金井
　電話番号　０４２－３８５－５９７８（変更なし）

●渡辺大三（みんなの党・小金井刷新の会）
　住　　所　中町３－２５－１０
　　　　　　第二畑山コーポ２０１
　電話番号　０９０－３３４５－６９２９（変更なし）

議員の住所・電話番号を
ご確認ください


